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令和２年４月２０日 

足利市長 和 泉  聡 様 

足利市議会 

柳  収 一 郎   

 

新型コロナウィルス感染症対策に関する要望 

 

我が国における新型コロナウィルスの感染拡大は一向に収束しないことから、安倍晋三

首相は４月７日に新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、対象地域７都府県、期

間１か月間に設定した「緊急事態宣言」を発出したものの、その拡大が止まらないため、

４月１６日にはその範囲を全国に拡大しました。 

 栃木県における感染者数は他都道府県と比較して著しく多寡ではないものの、感染者の

増加傾向は止まることなく、さらに感染者数の爆発的拡大が収まらない特定警戒都道府県

と人的交流圏に置かれていることから県民の不安を助長させています。 

こういった中で、本市においても各種イベントの自粛、飲食を伴う活動の自粛、不要不

急の外出の自粛等感染拡大予防対応が着実に前進し危機意識は高まっているものの、クラ

スターの発生は決して対岸の火事ではなく本市にも起こりうるものであり、警戒を緩める

ことはできません。 

他方、こういった感染予防措置は、市内経済を著しく停滞させるものであり、すでに市

民生活に多大な影響を及ぼしており、市民生活の負荷の軽減、経済対策等について、早急

な対応が求められています。 

 そこで、国や県の予防措置及び経済対策等に加え、本市独自の追加対策の必要性が求め

られていることから、次の項目について最大限配慮いただきたく要望します。 

 

記 

 

１ 市民税、固定資産税等の市税の納税、市営住宅使用料や保育料等の徴収など、滞納繰

越分も含めて、納期延長や納付相談に応じるなどコロナウィルスの感染症の拡大に伴う

緊急事態宣言がなされた未曽有の状況を鑑み、適切な措置を講ずること。 

 

２ 新型コロナウィルス対策に必要な事業を実施するため、令和２年度予算計上済みの事

業を例外なく精査し、抜本的な予算の見直しを行うような大型の補正予算を組むなど適

切な措置を早期に講ずること。なお、その際には、臨時市議会を開催し、議会側との十

分な議論を経ること。 

 

３ 市内中小企業・小規模事業者の資金繰り等については、緊急経営対策資金を創設され

たところですが、いまだ先行きが見通せないことから、新たな融資制度等の拡充を検討

すること。また、市内関係団体からの市長への要望等についても真摯に取り組むこと。 
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４ 児童生徒の命を守るため、新型コロナウィルス感染症の拡大の状況を踏まえ、市立小

中学校の臨時休校の終期については、延長等適切な措置を講ずること。また、休校中の

放課後児童クラブへの感染症対策等適切な指導に努めること。 

 

５ 臨時休校に伴う学習の遅れは重大な問題である。新型コロナウィルス感染症の拡大の

状況から、今後の臨時休校の拡大も懸念されることから、学力低下や学力格差が生じな

いよう適切な措置を講じ、保護者の不安を解消すること。また、市立小中学校の再開に

向けた体制整備を十分に検討しておくこと。 

 

６ 消防や水道等市民生活に密接した市役所の業務を継続させるため、万一職員に感染者

が発生した場合に備え、班編成等適切な勤務体制により業務に支障が生じないよう持続

可能な対策を施すこと。 

 

７ 新型コロナウィルス感染症のクラスター発生に備え、医療崩壊が起きることのないよ

う栃木県との十分な連携を図り、県の要請に直ちに応えることができるよう軽症者収容

施設の想定等医療整備体制の備えの強化に努めること。 

 

８ 新型コロナウィルス感染症拡大が収束しない中で、地震災害、風水害等の発生により、

市民に対し避難指示等の発令も十分想定できる。避難所等における感染防止対策のマニ

ュアル作成、マスクなどの感染予防備品の確保等適切な備えを行うこと。 

 

９ 感染収束後、観光関連産業のＶ字回復を実現するため、関係団体の事業者の意見・ニ

ーズを把握しておくとともに、収束直後からのアクションプラン等の取組のため、意識

の共有を図ること。 

以上 


